
令和３年度版のおもな変更点(指吸なごみEx)　
　(Ｖｅｒ．3.2.0.0→Ｖｅｒ．3.3.0.0)

Ⅰ 改善項目

月次計算書および試算表から元帳にジャンプ時のメッセージを無くしました。

仕訳入力画面からの「仕訳検索」の機能追加

　・年度コンボ（デフォルト直近2年（入力年度と前年度）が自動選択される）

　・「翌1翌2は検索対象外とする」のチェックボックス追加

　・降順表示ができます。

　・検索から仕訳を登録した時点で、日付は上書きしなくしました。

　　（日付を登録していない場合は検索した仕訳の日付がはいります）

　・摘要入力のサイズを半分に変更しました。

　・摘要の複数検索はOR検索→AND検索に変更しました。

仕訳リストメニューにて、仕訳の一括編集ができるようになりました。

配賦登録

　・表示されているデータを　［F2インポート][F3エクスポート]できます。

　　（配賦登録に指定していな科目は、インポートできません。）

固定資産→明細登録→通常

　・[F11 一括除売却モード]を追加しました。

　　　［F9 西暦和暦変換]［F10 除売却日一括登録]［F11一括除売却処理]が

　　　　選択できます。

　　　（期中に一部除売却や資本的支出を行っている資産は処理対象外となります）

　・固定資産明細一覧画面の検索条件に、「品名１」「摘要」を追加しています。

固定資産→明細登録→通常

　・[F12資産移管モード]を追加しました。

　　　［F9 西暦和暦変換]［F10 移管日一括]［F12資産移管処理]が選択できます。

　　　　注）下記の資産は、処理対象外となります。

　借入金が登録されている。

　期中に一部除売却や資本的支出を行っている。
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　・「別紙３⑧の作成方法」を選択できるようになりました。

　　注）固定資産メニューの登録を選択する場合

　　　　基本情報登録の会計期間と固定資産の年度入力期間が同じである。

Ⅱ 修正内容

不具合修正の対応



仕訳入力から「F4仕訳検索」の画面になります。

・年度を固定することで、検索データ絞り込みます。

・「翌1翌2は検索対象外とする」で同じ重複し表示されることがありません。

仕訳リスト

「編集」列に変更する仕訳にチェックします。「F4一括編集」を選択します。

変更項目を選択し、「変更前」「変更後」を選択します。

[F4チェック]→[F5変更実行]の流れになります。
↓



配賦登録

固定資産明細一覧

「F11一括除売却モード」を選択します。

除売却が可能な資産を表示します。

除売却する資産について

「除却」「売却」のどちらかを選択。除売却日を指定します。

「F11一括除売却処理」を実行します。

固定資産→明細登録→通常

「F12資産移管モード」を選択します。

移管できる資産を表示します。

移管の資産について

「移管日」と「移管先のサービス区分」を指定します。

「F12一資産移管処理」を実行します。

↓

↓
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